
市
は
、
三
月
二
十
七
日
、
大
蔵
省
か
ら

払
い
下
げ
を
受
け
た
八
鍛
神
社
北
側
の

用
地
に
関
係
者
の
参
訓
刊
を
求
め
、
あ
た

ら
し
い
市
庁
舎
の
地
唱
祭
争
事
行
、
た

だ
ち
に
建
設
工
事
に
は
い
り
ま
し
た
。

こ
の
市
庁
舎
建
設
問
題
は
、
戦
後
あ
い

つ
い
だ
重
嬰
施
策
1

問
災
復
興
平
、
教

青
施
設
戦
備
、
町
村
合
併
と
こ
れ
に
続

く
新
市
建
設
計
画
、
財
政
再
建
、
都
市

計
頭
事
業
、
清
掃
衛
生
事
業
の
充
実
な

ど
の
か
げ
に
つ
ね
に
お
か
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
庁
舎
は
、
間
平
塚
町

当
時
の
役
場
庁
舎
に
バ
ラ
ッ
ク
を
蕗
て

増
し
た
も
の
で
、
二
十
数
設
に
の
ぼ
る

室
e

課
・
周
壱
極
度
に
分
散
さ
せ
、
来

庁
ナ
る
市
民
に
迷
感
を
か
け
る
出
…
で
様

限
的
状
態
に
た
ち
い
た
っ
て
い
た
し
、

さ
ら
に
、
事
務
能
率
を
さ
ま
た
げ
る
点

職
震
の
健
康
管
震
や
、
妨
災
保
安
と
な

ど
か
ら
も
問
題
と
な
り
、
最
近
で
は
、

散
論
的
に
も
去
の
陣
J授
が
の
ぞ
ま
れ
る

よ
う
に
怠
っ
て
い
ま
し
た
。
新
庁
舎
は

戦
後
色
を
ぬ
ぐ
い
去
っ
た
、
平
塚
市
の

交
通
的
、
経
済
的
要
衝
に
、
扇
町
制
的

意
楠
想
と
設
計
に
よ
っ
て
建
設
し
、
完

成
後
、
と
こ
が
、
平
塚
の
あ
た
ら
し
い

政
径
の
用
心
地
と
も
、
ま
た
、
拠
点
と

も
な
る
こ
と
を
均
寝
ナ
る
も
の
で
、
市

政
の
う
え
で
も
一
時
期
を
画
ナ
る
結
果

を
も
た
ら
ナ
、
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
関
連
語
審
ニ
砲
に
i
)

i 議事〔毒見

み
な
さ
ん

市凝箆種認

さ
よ
う
な
ら

こ
の
月
は
地
方
選
準
ブ
ー
ム
の
月
で
す
。
県
知

事
が
二
十
、
市
長
が
百
七
十
、
県
下
で
は
五
市
で

ナ
が
、
平
塚
市
も
そ
の
お
仲
間
入
り
で
、
市
長
・

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
周

年
め
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
地
方
選
挙
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
うe

わ
た
し
は
八
年
前
の
さ
い
し
ょ
の
立
候
補
の
と
古
か
ら
、
一
一
…
選
反
対
の
演
じ

る
し
を
か
か
げ
て
お
り
ま
ナ
二
一
一
選
一
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
源
問
則
論
で
す
か

ら
識
は
い
け
な
い
の
彼
は
よ
ろ
し
い
の
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
=
一
選
で

も
結
構
友
人
も
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
再
選
も
い
け
友
い
と
い
う
人
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
有
権
者
の
判
耐
断
に
ま
つ
よ
り
ほ
か
は
あ
り
ま
ナ
ま
い
。
た
だ
、
わ
た
し

の
場
合
は
、
=
…
選
反
対
を
と
な
え
て
い
る
か
ら
、
一
一
一
選
に
は
出
主
い
だ
巧
ぅ
、

だ
か
ら
再
選
ま
で
は
や
H

吾
て
や
ろ
う
と
い
う
市
民
の
出
閉
ざ
ん
を
襲
切
る

L
ふ
う

な
こ
と
は
し
た
く
な
い
の
で
す
。
過
去
八
年
の
問
問
わ
た
し
に
帯
せ
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
の
倍
額
宇
感
謝
し
、
お
か
は
で
大
過
な
く
任
期
を
全
う
し
得
た
こ

と
を
、
わ
た
し
は
心
か
ら
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
。
わ
た
し
の
人
柄
も
、
政
治

的
手
腕
も
、
そ
し
て
ま
た
健
康
も
、
そ
ろ
そ
ろ
浪
罪
に
き
た
よ
う
で
す
。
こ
こ

ら
で
新
ら
し
い
市
長
さ
ん
が
出
て
い
い
と
舎
で
ナ
。
四
年
め
ご
と
に
行
ま
わ
れ

る
改
選
の
意
義
を
知
っ
た
ら
、
選
挙
権
は
だ
い
じ
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
派

出
側
議
機
や
情
実
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
友
く
、
ど
う
い
う
人
物
が
わ
が
平
塚
市
の

た
め
に
市
長
と
し
て
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
か
を
、
静
か
円
い
か
ん
が
え
て
、
あ
や

ま
め
の
主
い
審
判
を
下
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
代
表
と
し
だ
選
出

ず
る
市
議
会
議
員
に
し
て
も
そ
の
通
り
で
す
。
選
ん
で
お
い
て
、
選
ん
だ
代
表

習
を
、
わ
る
く
一
吉
田
う
の
は
お
か
し
い
で
す
か
ら
ね
。
は
じ
め
か
ら
そ
ん
友
人
は

選
ば
ま
き
ゃ
い
い
の
で
ナ
。

わ
た
し
が
三
選
に
出
馬
し
な
い
と
い
う
声
明
を
ナ
る
と
、
テ
レ
ピ
だ
の
新
聞
同

雑
誌
叫
だ
の
、
?
ス
・
ヲ
ミ
か
ら
過
去
八
却
の
思
出
な
ど
を
徴
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
静
か
に
過
去
を
留
想
し
て
い
作
家
市
長
の
面
白
か
ら
も
、
問
問
か
書
い
て

み
よ
う
と
怒
っ
て
お
り
ま
ナ
が
、
ぎ
て
ど
ん
な
も
の
が
醤
け
ま
し
ょ
う
か
。
そ

れ
を
手
土
産
が
わ
り
に
、
わ
た
し
は
再
び
ベ
ン
の
世
界
へ
か
え
り
ま
す
が
、
む

か
し
な
が
ら
の
市
井
の
一
文
人
、
ひ
と
り
の
市
民
た
る
こ
と
に
か
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
明
る
く
、
楽
し
く
、
馨
し
い
い
庶
民
の
町
、
わ
が
平
塚
市
。
今
も
、

市
民
セ
ン
タ
ー
の
結
婚
式
、
、
二
百
組
問
出
の
祝
福
に
出
憶
し
て
か
え
っ
て
嘗
た
と

こ
ろ
で
す
。
や
が
て
立
派
な
市
庁
告
も
で
吉
ま
す
。
楽
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、

意
な
い
患
い
で
す
が
、
拍
手
で
お
く
つ
て

下
ざ
い
。

左
様
本
らi一

戸
川
貞
雄

惨今 íl 8 ページ唾

マ②パージ・市庁舎建設計画、地
方選ちかっく、大野土地己主良広
転用規告訴j解除、約税案内など

マ③パージ、公明選挙作文入選作
センターの休業包ρ優良農家

マ④ん⑤ページ・ 3月市議会定例
会の結果、 38年度当初予算、訪
火診断の結果、火葬場完成、小
暴力追放、ボーイスカウト図員
募集など
マ⑤ページ・引き揚げ者給付金の
請求綴様、駅前に人魚の像、私
製電話帳にむ注意、留保の税と
探検証、中小企業設備近代化資
金主主ど……

マ⑦ページ・小児マヒと狂犬病のノ
予防注射、進和学閣のili'況な
ど…

マ③ページ・'\!j人大学講座おわる
相談室、教背相談、話主計人口、
図書館だよ D 、新平家風土記。



(2) 

み
」
田
こ
た

e

市
内
約
七
万
二
千
の
有
権
者
の
意
志
が
、
塚
市
総
会
議
員
選
挙
と
岡
市
長
選
挙
は
間
同
月
う
え
で
、
代
録
す
る
。
投
製
の
秘
密
は
守
ら

i
-
J
b
g
こ
こ
半
月
の
認
に
め
た
ら
し
い
首
長
と
議
員
を
一
一
一
十
自
ハ
火
)
が
選
挙
続
日
で
あ
る
。
投
票
れ
る
。
代
理
投
議
を
の
ぞ
む
と
宮
は
、
投
票

さ
れ
る
決
定
ナ
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
量
産

J

」
れ
時
題
、
い
ず
れ
も
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
事
係
員
に
申
し
出
て
ほ
し
い
。

地
方
選
お
お
づ
め
へ
か
ら
さ
き
、
四
年
間
聞
の
佳
織
の
あ
い
だ
に
十
一
一
時
ま
で
、
投
票
所
は
、
別
に
配
布
す
る
投
票
曹
市
議
・
市
桑
田
準
局
の
補
充
選
挙
人
名
簿
へ

万
市
民
の
う
え
に
還
元
さ
れ
る
の
で
ナ
。
地
方
所
入
場
券
に
指
定
し
て
あ
る
か
ら
、
よ
く
た
の
畿
畿
一
に
つ
い
て
省
こ
れ
ま
で
に
選
華
人
名

今
月
は
地
方
選
挙
の
月
、
市
長
信
市
議
選
は
半
選
挙
で
は
あ
な
た
一
か
主
役
で
ナ
。
会
有
権
者
が
し
か
め
て
か
ら
出
か
け
て
ほ
し
い
・
簿
へ
の
申
請
を
忘
れ
た
入
、
ま
た
は
、
市

\
月
後
の
四
月
一
一
一
十
日
に
、
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
、
あ
や
ま
り
の
な
い
、
悔
い
の
な
い
投
撲
を
し
軍
投
裂
の
磁
序
回
関
月
一
一
一
十
臼
は
、
市
議
会
議
議

e市
長
選
挙
だ
け
に
選
挙
携
を
得
る
人

間
ヱ
ナ
。
霊
喜
連
委
員
会
は
、
警
護
第
二
会
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
半
月
の
あ
い
だ
に
、
あ
い
闇
選
挙
、
市
量
撃
の
糠
で
あ
る
。
は
、
次
の
点
に
注
意
扇
い
え
い
。
①
市
議
@

笠
警
に
事
務
所
を
う
っ
し
、
警
に
重
量
つ
い
で
行
な
わ
れ
る
地
方
選
挙
に
つ
い
て
、
市
英
霊
察
に
つ
い
て

e襲
は
、
自
分
で
寝
室
遺
書
の
襲
撃
人
名
簿
時
四
万

立
属
し
て
選
挙
事
務
所
長
力
を
か
た
む
け
て
い
選
挙
管
援
委
員
章
、
番
上
最
後
の
注
意
事
く
こ
と
が
富
器
、
事
知
ら
な
か
っ
た
二
十
三
日
を
撃
に
し
て
つ
く
る
。

第
一
ま
す
。
今
後
四
蓄
の
市
政
の
方
向
を
決
定
す
演
と
し
て
密
室
強
調
し
ま
し
た
。
り
、
毒
害
し
た
り
し
て
書
け
な
い
と
き
②

ζ
れ
に
襲
撃
払
す
べ
き
人
は
、
昭
和
十

一
長
嶋
崎
一
い
よ
山
明
つ
め
冷
巾
か
え
ま
し
門
選
醤
発
表

M
選
挙
期
日
に
つ
い
て
・
平
は
、
補
助
事
量
立
会
人
の
立
ち
会
い
の
八
年
四
月
五
日

t
間
年
四
月
二
十
四
日
ま
で

に
生
れ
た
入
、
昭
和
三
十
八
年
一
月
四
日

k

一
マ
付
滋
車
窓
(
平
家
〉
毒
自
動
車
車
慮
、

間
革
一
月
二
十
三
日
ま
で
む
市
外
か
ら
寧
人
一
間
管
混
輩
吋
自
転
車
麗
場
、
陪
出

し
て
嘗
た
入
、
基
本
選
挙
人
名
簿
か
熊
議
知
一
室
注
ど
八
百
二
十
九
平
方
区
ハ
一

事
選
単
間
的
補
充
選
挙
人
名
簿
に
、
と
う
ぜ
ん
一
五
十
坪
)
。

鐙
議
さ
れ
る
資
格
の
あ
る
人
で
世
話
録
も
れ
に
一
マ
付
蕗
建
物
一
滋
・
大
型
自
動
車

な
っ
た
入
、
で
あ
る
。
一
庫
、
衛
生
食
慮
、
一
般
含
慮
、
ふ

③
申
務
規
簡
は
、
四
月
二
十
一
一
一
白
と
二
十
四
一
木
工
作
業
室
~
間
作
業
員
持
蜜

T

臼
の
二
回
路
で
、
間
百
と
も
午
前
八
時
一
一
一
十
一
十
八
平
方

M
F
百
五
十
六
洋
)
。

分
か
ら
午
後
五
締
ま
で
、
選
挙
管
理
系
員
会
一
マ
付
震
建
物
一
一
階
・
運
転
露
控
室
、

事
務
局
円
議
事
室
内
〉
で
受
け
付
け
る
。
申
一
生
作
業
員
室
、

諸
手
続
き
な
ど
わ
か
ら
な
い
点
は
、
間
州
事
務

局
へ
鶴
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
ド
。

一
一
一
月
二
十
七
日
地
拘
祭
を
行
な
っ
た
新
市
庁
舎
は
、
用
地
取
得
慶
一
銭
気
千
一
市
役
所
の
全
課
を
収
容
す
る
庁
舎
本
館
、
議
事
堂
吋
消
防
車
部
、
付
属
建

百
三
十
五
万
円
、
総
工
費
七
億
七
百
九
十
二
万
円
、
合
計
総
事
業
費
八
億
五
一
川
君
主
千
七
百
五
十
二
平
方

M

合
千
七
百
一
一
一
十
九
芯
を
建
設
し
ま

主
男
苦
言
っ
て
着
工
、
建
築
造
館
関
係
書
札
し
た
清
水
建
設
の
一
ナ
。
工
事
は
、
今
月
中
に
重
工
事
を
お
え
た
の
ち
、
業
関
係
の
エ
苦

手
で
整
地
工
事
に
は
い
り
ま
し
た
。
建
設
場
所
は
、
大
蔵
省
か
ら
払
い
下
げ
一
は
い
り
、
こ
と
し
の
秋
か
ら
本
格
的
苦
ン
タ
ワ
i
ト
打
ち
を
は
じ
め
て
、

を
受
け
た
八
幡
神
社
北
側
日
元
海
軍
火
薬
蹴
敷
地
の
一
角
、
平
塚
町
龍
一
六
八
一
帯
年
の
秋
、
つ
ま
り
招
和
一
一
千
九
革
十
月
一
一
一
!
?
一
宮
を
町
議
と
し
て
完
成
、

番
地
の
一
万
八
千
八
百
三
十
平
方

H
Mハ
五
千
六
百
九
十
一
一
一
坪
)
で
、
こ
こ
に
一
向
年
十
一
月
か
ら
使
用
す
る
予
定
で
す
。

を
採
崩
し
ま
し
た
。
一
門
設
計
と
エ
響
凶
新
庁
舎
の
設
計
法
、
一
績
を
示
し
ま
す
。
一
営
事
業
謀
、
建
設
謀
、
都
市
計
調

書
芸
霊
地
点
は
、
新
設
の
厚
木
槌
建
築
事
務
所
ハ
東
京
新
ち
の
も
の
一
芸
館
地
階
・
喜
作
業
員
室
、
章
一
各
事
務
室
、
書
長
室
、
教
護

県
道
、
秦
耐
震
送
、
東
抽
出
総
大
島
線
、
五
採
摘
し
ま
し
た
、
と
の
設
雲
仙
、
七
一
物
日
露
庵
機
械
襲
、
電
気
室
、
食
一
謀
、
間
岬
ナ
校
教
寄
付
朝
時
間
社
会
教

室
宮
警
主
要
幹
線
夏
季
一
社
長
襲
撃
行
な
い
、

ζ

宅
第
一
蛍
、
調
室
、
娯
楽
室
、
女
子
裏
一
謀
、
教
育
室
町
各
事
務
考
会

る
ほ
か
、
伊
勢
県
道
へ
も
直
接
的
に
接
一
の
な
か
か
ら
、
建
設
省
小
場
選
第
課
長
ニ
室
、
休
甲
車
室
、
共
演
会
事
務
室
、
監
察
な
ど
一
千
二
百
九
土
ハ
平
方
針

織
す
る
市
内
突
通
上
の
閉
窓
間
に
あ
え
一
、
神
奈
川
県
前
川
建
築
謀
議
、
媛
県
学
一
襲
組
合
事
輩
出
、
窓
口
、
襲
輩
、
一
ハ
一
一
一
百
九
十

r一
一
昨
〉
6

国
鉄
平
塚
駅
に
も
七
人
震
の
距
離
蕊
大
差
立
建
築
翼
線
議
長
聖
浴
窓
な
ど
ご
ヤ
五
重
十
九
一
マ
護
霊
・

7
四
階
一
一
塁
十

に
あ
る
ほ
か
、
量
的
に
も
、
中
心
路
一
学
、
蓄
広
報
課
長
、
市
長
ら
が
霊
平
方
究
開
蕗
七
十
一
告
。
一
言
。
ハ
十
九

3
4

沼
会

運
工
業
地
域
、
農
業
生
態
地
域
の
一
し
採
択
し
た
も
の
で
ナ
。
審
査
は
昭
和
マ
露
一
苧
玄
関
、
市
景

l
Z
機
警
な
ど
真
十
一
平
方
支

援
点
に
く
巴
い
し
、
条
件
と
し
て
は
最
一
一
一
一
土
谷
四
月
に
行
怠
っ
て
お
民
主
市
民
団
相
談
実
福
祉
事
務
所
、
収
入
一
十
八

5
0

重
点
差
し
よ
う
。
加
え
て
、
南
一
喜
一
一
一
十
七
年
長
襲
撃
芝
、
一
役
実
出
納
室
、
会
事
、
市
民
主
語
童
福
・
議
長
室
、
霊
長

岡
閣
に
八
幡
神
社
と
こ
れ
に
な
ら
ぷ
公
開
幽
一
こ
と
し
ム
一
斉
七
日
入
札
し
ま
し
た
。
乏
恩
民
健
康
保
険
謀
、
衛
生
課
、
清
掃
一
応
接
室
、
事
務
局
浸
室
、
議
会
事

の
み
ど
り
を
有
し
、
江
田
胸
中
・
商
業
世
間
一
舎
の
競
争
入
札
に
は
、
大
成

e

竹
中
・
一
課
、
税
務
課
、
露
出
害
事
務
室
、
一
商
事
務
室
、
図
書
留
『
印
刷
室
、

授
に
も
隣
接
す
る
わ
け
で
、
完
成
後
は
よ
鹿
島
・
大
林
・
清
水
な
ど
大
一
割
引
八
喜
一
審
票
、
書
室
、
ロ
ッ
カ
ー
室
一
勝
苦
闘
百
三
平
方
針
ハ
百
二
十
一

市
民
セ
ン
タ
ー
と
体
青
館
の
あ
る
見
附
一
参
加
、
結
局
、
清
水
懇
話
置
が
建
築
丞
一
室
一
一
平
五
百
九
十
一
一
平
方
針
宅
一

g
。

台
と
ま
ん
で
、
平
塚
市
の
政
治
、
女
一
平
重
工
事
凶
懲
ハ
平
二
百
喜
一
百
八
十
四
坪
)
。
…
マ
務
事
蛍
一
一
階
・
市
議
会
議
場
、
畿
一
六
芯
。

教
の
中
心
地
と
な
る
は
ず
で
す
。
一
守
で
落
札
へ
、
エ
事
に
は
い
り
ま
し
た
。
エ

ζ
一
マ
本
姿
一
館
鐙
閤
慰
占
中
官
叩

r主
一
ニ
一
露
熔
.
放
送
護
(
伝
広
報
翠
餌
無
尚
捻
綴
出
線
史
桝
史
一
2
2
一
i
i
ι
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i
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品
t
i
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千c
5
5
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;

品
品
千
z
b
a
i
t
s
-
i
E
L
i
l
l
i
-
-
:
:

設
計
で
は
、
厚
木
県
遂
に
臨
ナ
る
東
一
期
g
z
t
カ
月
、
昭
和
一
一
一
十
九
卑
十
月
一
畿
地
号
、
新
聞
町
一
記
者
実
タ
イ
プ
一
;
i
2
E
g
i
g
s
-
2
5
一
i
i
5
2
2
2
至
宝
芸
芸
芸
芸
喜
雲
芸
言
一
『
=
§
§
霊
霊
言
舟
翁

sさ
き
喜
晶
晶
云
云
言
一
ヨ
ヨ
三
晶
司
云
孟
言
言
E
一
=
三
三
言
E
函
云
=
言
E
=
三
喜
言
=
三
=
戸
E
言
E
=
云
芸
E
叩
恕
言
E
♂
=
三
}
=
一
=
=
一
=
E
一
=
一
包
E
a
喜
一
一
言
E
n
g
-
一
一
一
喜
一
言
E
E
E
2
E
E
一
E
E
2
3
5
E
E
-

側
に
消
防
本
部
唱
乙
治
妨
害
笠
騒
い
て
出
一
一
一
一
十
吉
が
完
成
震
で
す
。
一
票
計
算
室
、
印
塁
、
電
話
章
一
二
、
令
官
豊
富

門
口
動
の
到
簡
を
務
保
し
、
八
幡
山
山
の
森
と
一
円
建
築
概
要
M
敷
地
面
積
は
、
一
万
八
一
室
、
賂
室
な
ど
六
百
四
十
五
笠

A
H
M
L
b
M
V
Z
4
ふ

5
今
江
署
長
ず
る
震
に
撃
墜
さ
藤
一
平
八
百
二
十
平
方
針
(
五
千
六
百
九
十
一
ハ
百
九
十
五3
0

一
」
覇
吋
2
i
F

U
U一
ー
か
な
庭
一
国
を
警
官
、
議
事
撃
の
東
一
四
二
一
一
一
一

δ

、
建
物
頭
慣
は
、
恋
聞
一
一
千
八
一
マ
蓉
曲
一
一
階
・
市
長
田
盟
、
助
役
室
、
特
一

H
U門
襲
構
想
凶
平
塚
一
聞
の
外
経
に
は
、
九
れ
×
一
二
十
九
月
一
百
七
十
一
一
平
方
針
、
議
事
裳
六
百
四
十
一
別
応
援
室
、
勤
役
応
援
護
、
第
一
第
一
市
幾
重
輿
会
は
、
「
大
野
土
地
改
良

一
市
の
人
口
は
一
一
十
五
万
人
に
達
す
る
と
一
静
と
聖
霊
ナ
る
巨
大
な
壁
画
を
つ
一
華
方
尺
消
防
毒
喜
一
ニ
十
九
平
…
一
一
選
考
秘
書
室
、
企
画
審
議
議
一
区
の
換
襲
警
警
が
、
去
十
九

叩
均
一
の
想
定
に
た
っ
て
語
、
能
率
義
務
一
け
る
詰
で
ナ
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
っ
一
言
、
議
車
庫
九
百
八
主
平
方
主
総
務
課
、
富
謀
、
量
管
理
委
員
一
只
会
塁
れ
た
。
妻
、
室
内
の
騨

紘
一
ょ
の
蓄
を
十
分
に
備
え
た
う
え
に
、
方
建
物
申
告
、
富
言
、
地
上
一
付
瞳
建
物
五
百
四
十
七
平
方
尺
章
一
会
事
務
薦
、
厳
重
量
重
量
一
地
震
申
書
、
一
般
の
豊
島
輔

間
一
明
る
く
、
号
、
近
代
的
で
、
巨
が
一
一
一
爾
の
庁
舎
本
館
毒
察
、
正
鴎
玄
関
一
一
白
六
十
平
方
れ
な
と
で
、
合
計
主
主
一
務
室
、
資
制
室
、
会
議
室
喜
一
ヱ
に
あ
っ
か
と
と
撃
し
ま
し
た
。
犬

同
盟
窓
口
み
や
ナ
い
建
物
と
し
た
い

3

と
の
で
は
、
市
民
ホ
ー
ル
、
市
一
民
哨
相
談
室
三
百
五
十
二
平
方
針
ハ
一
一
千
七
一
息
子
九
二
百
九
十
六
平
方

M
(
一
一
一
百
九
十
二
一
野
土
地
政
良
区
内
の
土
地
主
百
五
十
へ

考
え
に
た
ち
、
建
設
場
所
長
主
選
一
ど
も
襲
し
、
広
ぐ
の
こ
ナ
霊
長
一
坪
〉
と
な
っ
て
い
ま
す
、
毒
物
語
一
一
話
。
一
グ
タ

l
ん
は
、
と
こ
数
年
来
、

定
、
造
憲
議
事
態
件
監
の
同
議
室
長
水
、
油
、
蓄
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
亘
計
翻
訳
の
と
話

D
-

面
穣
は
床
面
?
マ
本
鐙
一
媛
・
商
工
課
、
殴
護
課
、
公
一
醸
が
確
定
す
る
ま
で
、



っ
か
く
政
治
に
参
加
す
る
機
会
が
与
え
一
け
が
も
っ
気
持
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
一
て
、
選
挙
に
当
つ
て
は
、
候
時
間
者
ゃ
、

ら
れ
て
い
る
の
に
、
い
か
ま
る
理
由
が
一
義
理
の
あ
る
候
補
者
に
、
義
一
躍
で
投
棄
一
そ
の
加
盟
問
園
田
国
が
、
法
に
定
め
ら
れ
た
澗

あ
っ
て
繁
一
躍
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
一
ナ
る
よ
う
な
選
華
民
は
、
そ
の
候
補
者
一
り
に
、
正
し
い
選
挙
運
動
を
し
て
い
守

に
は
間
と
も
理
解
し
が
た
い
。
も
っ
と
一
向
様
、
全
く
住
民
の
感
い
も
の
に
ち
が
一
か
ど
う
か
、
宮
び
し
く
鎚
判
も
し

L

一
人
一
人
が
、
国
民
主
権
に
翼
押
さ
ぜ
持
一
い
友
い
と
、
結
論
づ
け
て
し
ま
い
た
く
す
。
う
っ
か
り
投
票
し
て
何
年
も
が
一

つ
ベ
嘗
だ
と
忌50

一
禦
に
何
の
価
償
一
な
る
。
「
矯
て
~
ゃ
一
察
」
も
「
や
る
ニ
か
り
し
て
滋
ナ
よ

p
q

昼
間
政
治

を
も
認
め
攻
い
人
々
は
、
選
挙
権
の
持
一
票
」
も
、
と
も
に
情
け
在
い
不
正
投
開
問
一
関
心
を
も
っ
と
と
の
方
が
、
は
る
か
山

田
ド
一
て
な
か
っ
た
封
建
時
代
の
人
々
に
ま
一
で
あ
る
。
一
負
担
は
軽
い
。
迷
う
こ
と
な
く
、
昼

間
一
「
己
空
襲
、
捨
て
ま
ロ
や
る
ま
一
た
め
の
政
治
が
も
に
大
事
状
態
に
一
で
、
撃
さ
れ
る
だ
ろ
う

J
」
く
守
一
「
一
票
喜
己
。
あ
の
人
に
し
よ
一
言
っ
て
選
挙
に
臨
め
る
よ
う
ア
人
一

点
ぃ
、
警
ま
い
」
も
う
十
五
年
も
以
一
あ
る
時

1

選
挙
の
意
義
が
大
き
い
時

l

一
前
の
ご
と
で
あ
る
が
。
一
う
か
二
」
の
人
に
し
よ
う
か
と
、
士
一
人
努
力
し
た
ら
ど
う
だ
雪
か
。

闘
す
と
と
に
ま
と
替
品
、
若
宮
一
で
も
、

5
1

セ
ン
チ1
2
0
7
一
祭
を
2
0
毒
か
そ
う
さ
一
ふ
き
こ
と
量
く
な
い
こ
と
。
億
一
雪

2
2
人
式
事

醐
よ
し
こ
ろ
の
室
、
公
明
重
量
っ
て
、
一
以
上
に
ま
る
こ
と
は
め
っ
た
に
窓
り
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
芸
人
に
と
っ
一
念
を
も
っ
て
露
支
曹
だ
ろ
う
。
義
一
れ
た
青
年
の
方
々
か
、
成
人
し
た
と
い

摘
す
に
量
し
た
も
の
で
あ
る
。
公
明
一

5

し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。
基
本
的
人
一
室
は
必
要
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
一
理
と
申
書
と
の
号
室
長
?
っ
気
持
を
、
言
語
し
て
、

横
一
重
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

i
た
一
権
の
う
ち
で
も
、
最
も
大
事
な
も
の
の
一
の
で
あ
る
。
時
に
は
、
非
常
に
美
し
い
吉
岡
に
な
る
の
だ
っ
た
ら
、
決
し
て
ほ
一
選
挙
権
が
持
て
た
こ
と
が
嬉
し
い
」

L

一
今
、
私
は
改
め
て
烏
題
し
て
み
た
一
一

一
人
鶴
関
係
の
姿
を
見
せ
て

λ
抗
る
と
い
一
母
ら
れ
た
と
と
で
は
な
い
。
よ
り
良
い
一
伝
え
て
い
た
。
私
は
、
こ
の
言
集
客

一
公
明
選
挙
と
は
ど
う
い
う
と
と
を
、
一
一

一
レ
う
人
が
あ
る

e

一
援
は
あ
る
か
も
し
れ
一
人
物
を
選
ぼ
う
と
考
え
迷
う
こ
と
は
、
一
に
す
る
た
び
に
、
権
力
也
市
慰
力
に
案

一
う
の
だ
ろ
う
か
。
何
人
か
の
友
人
部
邸
一
一

一
持
制
拶
な
い
が
、
反
一
曲
、
考
え
よ
う
で
は
二
あ
る
い
は
必
要
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
忘
れ
ず
に
、
あ
く
ま
で
も
自
分
の
泰

一
墜
に
答
え
て
く
れ
た
。
公
明
正
大
攻
選
ゐ
制
剤
師
一
「

一
最
事
世
の
中
で
警
官
た
な
い
も
の
と
な
る
一
し
、
や
は
り
、
確
実
在
信
号
押
し
遜
一
号
表
示
し
て
く
れ
る
一
人
一
人
に
な
(

一
挙
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
選
挙
。
公
に
明
る
討
酔
釘
師
同
一
一

一
い
童
話
;
ら
れ
る
で
動
操
一
心
部
社
主
室
長
官
民
間
住
民
謡
説
明
町
民
一

一
あ
ろ
う
か
。
不
正
の
何
一
つ
な
い
選
挙
。
ゴ
長
広
持λ

一
一

一

t
j

富
市
叫
義
涯
が
、
真
実
よ
り
美
し
い
も
の
と
信
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
一
ナ

A
て
が
、
「
こ
の
一
票
、

聞
こ
の
程
度
で
あ
る
p
i
i

，
、
ご
い
}
守
山

一
ぎ
て
私
は
、
公
開
町
議
事
と
い
う
問
題
-
\
J川一
一
リ

か
一
に
つ
い
て
考
え
る
手
は
り
定
、
選
挙

{
J

一
そ
の
も
の
の
意
審
理
解
し
て
み
た
い

h
y

メ

〉
一
と
一
怒
っ
た
。
一
般
託
金
の
教
斜
書
に
は
え
、

》
す
の
一
立
が
あ
っ
た
。
逗
撃
は
国
民
皆
げ
し
国
け

L
章
治
に
参
加
す
る
も
っ
と
も
重
複
な
づ
ラ
情

E
-

一
機
会
で
あ
る
。
関
出
国
は
選
挙
を
通
り
て
〆
ま

一
そ
の
窓
志
を
政
治
に
表
現
す
る
こ
と
が
I
L
i

ひ
一
で
き
る
。
塁
憲
法
が
『
公
務
員
を
i
h

町
議
定
し
、
及
び
と
れ
を
跨
免
ナ
る
と
と
お
お
針

E
J
h

言
、
閣
民
固
有
の
権
利
で
あ
る
』
〈
態i
寸
d

号

一
法
十
五
条
)
と
規
一
定
し
て
い
る
よ
う
に
h
r
d
a
r

も

一
選
挙
権
は
、
基
本
的
人
権
の
う
ち
も
つ
〆
し

V
ψ
h
v

一
と
も
大
事
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
」
碍
監
て

一
実
にe選
挙
e
に
は
こ
れ
だ
け
の
意
味
料
科
U士
会
同

が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
支
払
札
輔

こ
う
し
て
選
逗
の
重
要
ぎ
を
知
っ
た
謹
斜
じ

と
と
は
そ
の
ま
ま
、
公
明
選
挙
理
解
へ
:
ヨ
喝

の
根
拠
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
し

て
、
私
は
交
の
標
語
を
私
友
り
に
解
釈

一
つ
で
あ
る
は
ず
の
選
挙
権
が
一

て
い

号

投
票
所
の
一
部
を
次
の
と
お
れ
ソ
変

死
し
ま
し
た
。
ご
注
意
下
さ
い
。

マ
第
二
投
票
区
(
以
前
富
士
見
小

学
校
)
は
こ
ん
ど
富
士
見
公
開
民

抽
出
。

マ
第
七
投
票
区
(
以
前
議
事
堂
)

ほ
こ
ん
ど
市
民
セ
ン
タ
i

に
そ

れ
ぞ
れ
変
リ
ま
し
た
。

X
×

X
X
/

パ
パ
×

第

そ
の
他
の
投
薬
区
は
、
い
ず
れ
も

い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す
。

高
橋
功
ハ
鳩
)
、

安
池
泊
三
部
門
土
決
)
、

ハ
土
日
間
)
、
小
巻
額
出
(
金
自
〉
、

久
保
田
芳
雄
(
金
百
)
、
黒
部
構
堵

(
金
百
)
、
秋
山
登
治
ハ
隠
問
問
〉
、

開
田
中
茂
一
(
岡
崎
)
、
鎌
隠
大
一
一
一

金
田
〉
、
高
橋
常
克
郎
ハ
金
田
〉
、

内
海
ス
ミ
ハ
豊
田
)
、
犬
家
熊
吉

蜜
白
〉
、
清
国
弘
治
(
城
島
)
、

尾
一
日
出
〔
横
島
〉
、
伊
藤
由
世
代
一
一

神
田
)
、
近
藤
与
一
〔
神
白
)
、

藤
己
左
努
(
大
野
)
、
平
井
与
吉

大
野
)
の
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セ
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友
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友
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ど
一
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十
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、
優
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定
袋
持
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金
沼

な
と
二
農
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協
尚
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台
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一
ニ
十
七
年
度
中
に
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け
る
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等
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者
小
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秀
明
民
ほ
か
五
言
十
四
一
名
を
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
し
ま

し
た
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勺
ス
ア
ッ
プ
、
⑥
新
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築
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負
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契
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を
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六
十
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裂
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季
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の
ぞ
き
、
主
議
案
の
う
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お
も
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の
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次
の
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で
す
。
率
、
戸
山

マ
川
市
議
、
現
一
一
一
十
四
名
の
市
議
金
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員
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と
っ
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、
一
一
一
月
定
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任
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の
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例
市
議
会
と
な
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ま
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る五
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燈百
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火
災
発
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一
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象
的
に
危
険
状
態
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君
、
大
火

1 神と密ど iニ誰をつくし、お

きて令守ります。
2 いつも、他の人々を揖けま

す。
3 俸を強〈し、心をすニや港、
{こ、種を楚います。館長
のち tJ'\..';

新募集団員は;小学 5 • 6:<手
会主と中学 l'手金を対象
入国希望者はゐ 4 月 30
民までに病毘センター

内商工会韓間ボーイス
カウン全部へ。
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周慰には相撲野のおもかげがのこ
ら本館をみる、右・会葬者休憩所

した 3 丹市議会定例会の

1 日、， 3 月 13自に、戸川市長は、

14 月に予定される市長、議会議員

ゐ改選期を考え、昭和38年度予算は

脅格的予算をもって編成し、投資的
経費は義務的なものを計上lこするに

よどめた。明年度以降の方策とその

あらたに選挙によっ

て住民の支持を得た新首長、新議員 j 益繰ワ入れ金で 11意9236万円、寄付 i 負担金 8 件、橋助交付金18件など|今年度、農業共済事業会計と市民セ
の理念にも与づいて決定されるべき|金雑収入で3553万円、起債鈎∞万阿| のほか、心配ごと相談窓経費、老|ジター費会計を新設したため、つご
であるJ とし、文字どおりの骨祐子!などを子算化、新市長・新議会が今↓ 入グラブ育成徳助15万円、防犯協 i ぅ 9 会計となりました。
算として一般会計13億74∞万円、特;後あたらしい施策を計上するための| 会、街灯関係補助に94万問、市営|算の合計額はお億お18万円にのぼり
別会計 (9 会計の合算) 23億23∞万|財源を残しました。 1 住宅、愛の鐙など施設維持補修費(前年度当初より 3億1217万円のt昔、
丹、合計36億97∞万円をこえる予算 "-:_1 ，...， M ,!-'- 11. -=:r hJ!r ¥ に四万円を計上しました。 I うち市民に直接関係のない競輪競馬
笑を上程しました。 I 科制限出予算 1<>保健衛生費関係・ 2俄制方向 i の 2 会計をのぞくと、のこり会計で
これに対して議会は、全議員で組j織 11 議会費ー お46万円 19%1 伝染病予防、そ族怠虫駆除、狂犬 13億1侃万円となり、これに一般会計

(委員長鳥海源 12 役所費 4 億2糊万円31 ， 2%i 病予防、結核予防、火葬場関係、 i を加えると、対市民事業の今年度当
一市議、副委員長引 i重昌市議〉宏 13 消防費 4265万円 3 ， 1%I プール関係主各種予防接種、その|初予算は16億76∞万円となります。

定例会最終日、 3 月 IH木費 1闘158万
に、次の意見をそえて原案どお l 円 1 13 , 9% 

り可決しました。付帯意見「初年度 15 教育費 1億5181万
当初予算において脅格予算を編成町! 門 11， 1脳%欝畿鍾藤襲鱗欝欝欝欝饗麓譲欝麓饗欝饗襲 1<>競輪纂業会計 .1初01億意制お却5ω9万内 A
し、 B施鵬主儲策;に……ω山一一つ叫一い門叩一てC:V

の考えにゆだねるとUしい、う方針は了承| 悶 6 ， 1溺%警欝襲饗饗繋欝欝麓欝畿欝欝翠麓麓欝欝護譲鱗襲饗護| 競輪 6 図関催費のほ財泊か、ヘ、施設改修
できるし、また、 3泌8年度は継続事輯業!汁7保健衛生費 2端億1ロ2 譲鱗欝麓議議欝議欝欝欝襲議饗議欝饗穣欝欝欝 i 自家発電新設工事、車券倉庫新設
費のi語大、さらには市庁舎建設事業 1 64万円 15 ， 5% 欝議欝議議盤議欝議欝議欝警護欝議議議| 工事などに 701万円、事業収益と
費の予算計上のため、他の事業に相 18産業経済費問万鱗機騒機襲警麟鱗襲撃欝! して一般会計へまわす繰出金に 1
当のしわよせがくることも十分子総\. P:J 4.6% 警警襲撃欝欝欝議欝欝欝欝欝議畿議鱒 j 億3322万円などを計上しました。
できるが、義務教育めための施策、 19 財産費 1826万円議議畿議議鱗鱗議議議議離纏鐘欝韓議 1<>競馬事業会計・古億9589万円

都市計画事業の促進をはじ 1 抗議議議欝欝欝欝饗議欝襲撃議議盤議轟轟欝; 競馬事業収入を財源とし、今年度
め、市民生活の向上と安定のための'110統計調査費 130万議襲撃畿襲撃欝議議畿警警議欝議欝欝議 1 )11崎競馬 2 回開催費のほか、事業

重要な問題であり、これ| 問 。防護議欝警鐘鱗翠欝欝議欝欝襲撃欝議議議議| 収益として一般会計へまわす繰出
らに必要な経費については、今後す 111選挙費 447万肉離擁護饗擁護議機欝饗襲麟欝響額欝! 金に5913万円を計上しました。
みやかに、かっ、十二分の予害事措震\ 0.3% 議欝議欝譲轟轟畿欝欝議欝議麓護欝議議機襲警 1<>懐渓健康保険芸事業会計・ 1 í意 437
が誘ぜられるよう強く要望す召J 112公債費 3815万円欝欝欝議議議離欝鱗鞠欝議欝鐘欝饗畿| 万円 保険税、留と県の交付金、
x X X 2.8% 機議機機織機議議議議議麟擁護鰻 j 一般会計からの繰入金を財源と

時予算である 113諸支出金市1053 糟鱗麟鱗議議機盤機欝鱗( し、国保の事務運営費、保険給付
とはいえ、義務的経費としτ予算化! 万円 8.0% 総長機磯援護麟欝欝鰭欝韓議鱗議機| 費などを計上しましたσ
をせまられた、市民センタ{本年度 114予備費 150万円蓬警鐘畿ふ三警護鱒轟轟韓盤轟轟轟麟欝暴露 1<>額保診療施設事業会計・ 221万円

0 ， 1% 遠藤警鐘畿議鱒轟轟鶴議臨轟韓議纏観 l 診療代、一般会計点〉らの繰入金な
火葬場建設し尿 1 (合計) 13億7436万警護襲撃警護襲撃襲撃襲撃襲撃襲撃議| どを財源に、成島診療所の運営費

じんかい焼却場建設費| 伺 1側一一五福属議所通話瓦蒜醐i …| を計上しました。
などにlj意2蜘万円、県立商業高校設 1<>役所費関係・ 4億 重量エ毒事現場、鱗りにはごみ焼却場の新 1<>簡易水道喜事業会計・ 2110万円

! 重量もすすんでいる | 
2802万円 | 水道使用料金、国県支出金、工事

市庁舎建設資 i 市役所運営費、市職員人件費など| 他保健梓払清掃関係運営費、負 i 収入、鰭易水道新設事業債を財源
に 1 億余万円などを計上しており、 | のほか、市庁舎建設事業費今年度: 担金10件のほカヘ今年度新規計上| に、金目水道、旭水道、岡崎城島
また、市の公共用地取得確保の手段| 分 1億98万円、市民セ Yタ{建設| のし尿汲み取り委託料 632万円、 | 水道、土震よ惣領水道、吉沢水道
として宅法人格をもっ機関「仮称、 j 費今年度支払い分5500万円を言U:I， 潔境衛生育成地区補助30地区分30I の各運営維持管環費のほか、吉沢
関発公社」を発足させるための予算;。消紡愛関係・ 4265万円 | 万円、火葬場整備工事費今年度分; 地区簡易水道新設事業費今年度分

をあつめ| 消防賞、消防団等の人件費、関連 1 641万円、新・ごみ焼場建設事業 899万円などを計上しました。
ています。 1 営費などのほか、 I再訪問運営交付! 積今年度分4440万円、し尿処理施|く〉都市改造事業費会計・ 5507万円
これにくわえて、一般経費のうえで j 金 112万円、消防施設維持祷修費: 設増設工事費今年度分7872万円、| 留と県の補助金、一般会計からの

も、て??島町:11f立はJAL41櫛158万円 122で23122芯(242主2222zttff
行政効果をたかめる| 都市計閥、街路整儀、公溺撃儀、 1 円などを計上しました。 1 本宿、須賀北、須賀高各工区画地

ための支出など、高額の予算措震を! 治水堤防整備、道路、橋、，)11、鈴，<>産業経済愛関係・ 6323万円 ! 硲定調IJ景委託料泌7万円、本宿馬
し、この結果、今年度の予算| 水路各維持補修費、渋田 )11改修期| 農業委員会、魚市場、荷工業関係 i λ再工区街路築造l∞0問、向調1溝

は、前年度当初予算より、一般会計で| 師盟など14図体に対する交付金( 産業まつりもがzまつり、公害防 l 新設蜘n、同宅地造成蹴O州、
一般特別全会計合算で14 ， 51 などのほか、馬入工業団地造成協 l 止、土地改良、農業団体関係など I I可路面エ敷設ヱ事 5000m2、同街

カ費第 2 年度分2225万円、下水路| の運営費のほか、負担金23件、補| きよ新設1000隅などの土地施設整

38年度各会計別予算額 ( のフタ製作資材 1万枚分 200万円 助交付金約件、工場誘致奨励金 3 I 備費抑5万円などを計上
| 文化踏切立体交差本年度工事費の l 件1496万円、花いっぱい、商店街|く〉都市計磁罵λ工業地帯造成事業会

13億7436万円| うち市負犯分9955万円、戦災土地| 造成診断など各委託料13件 215万! 計・ 7548万円， 日本住宅公団支
(9 会計〉幻億お18万円! 区函整理事業負羽金本年度分のー; 問、中小企業金敵対策資金預託金| 出金を財源に、ヱ業地帯造成事務

グ競馬事業費 10億お59万円| 昔日として以 0万円、失業対策事業! 20∞万円、真土培きょ排水、馬入↑ 遂営費のほか、同地内街路鯨装工
"1 競輪事業費 9 億9589万円; 費出3万円、虹ケ浜地内排水路改 i 大野各土地改良事業補助金1636万 j 事2 初Om、間管きょ布設 640問、
v 国民健康保険事業 1 億 437万円| 修 130m分ω万円、東浅間大島線} 円などを計上しました。 1 馬入 1号線築造1390m、同舗装工
11 留保診療雄設事業費 ;;~;~ I 蝿委託料な;どを計上。 1<>諸支出金関係・ 1億附万円 i れ7帆北側通り築造 3伽な
グ簡易水道事業費 2110万内 i<>教育費関係・ 1億5181万円 l 新市建設、安全都市、原水爆禁止| どに7058万円を計上しました。
咋問改造事業費 5507万円| 教委事務局主市立幼稚園、小学校| 納税貯蓄組合、美化運動、人権擁 10農業共済事業会計・ 2698万円
グ篤入工業地帯造成事業7548万円! 中学校・商業高校・体育館・武道 l 護、交透安全、労働まつむ関係な[ 共済掛金、保険金、県支出金、:一
伊東業共済事業費 お98万円| 場・図書館・公民館・その他社会| どを中心に、運営費、負損金補助 l 鮫会計からの繰入金、賦課金を財
が市民セ Yタ{費 1644万円( 教育の人件費、運営などのほか。 金を計上したほか、県立商業高校 J i紅、農作物共済保険料と問掛金

36億9754万円| 教育委員会奨学金 149人分 178万! 設立病成会交付金本年度分3闘方 1 964万汚、家畜共演保険料と同掛
当初予算の財源として( 円、負担金46件、補助金お件 706 i 問、財閣法人平塚市開発公社設立| 金口組万円、共済事務運営費など
は、前年度より 16 ，5% 1 万円、市立学校維持檎修費10卯万! 寄付金 l∞万円、安全都市防犯街{ を計上しました。

{意.5845万円! 円などを計上しました。 路灯設置30基分18万円、国保ほか 1.<>市民セン聖一愛会計・胤訪問
(歳入総額の55%) を主体に、権実 1<>社会福祉重豊富喜係・ 8370万円 5 特別会計への繰り出し金4373万 I m民セ Yター使用料、一般会計か

。財産収| 生活保護、身体降害者援護、青少; 河などを予算化しました。 1 ，らの繰入金を財調に、市民センタ
・分拐金・使用料手数料等で 1 億{ 年保護育成、戦傷病者援護、精簿 x x x i ~管理運営費維持修繕費を計上し

191万円、国 .J患の支出金で 1 億911 者保護、保育園、母予察、共同作! 1~II4>Hl事業の校総上独立採算| ました

-・・会計別収支予算・ a ・



公
明
選
挙
放
送

自
治
省
媛
供
の
公
明
選
挙
放
送
醤

極
み
を
お
嘗
き
く
だ
さ
い
。
銭
湯

日
趨
日
の
靭i'

智
一7
日y
z
「
み
ん
攻
の
広
場
」
ニ

ッ
ポ
ン
放
送
毎
週
g
綴
門
出
額
八
時

二
十
分
か
ら
・
第
一
週
私
の
提
案

籍
、
第
一
一
週
夢
声
の
提
案
籍
、
第

一
一
一
滋
メ
イ
コ
の
提
案
籍
、
第
四
戸
周
期

森
繁
の
鑓
案
箱
e

智
子
レ
ピ
「
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
あ
の

ま
ち
と
の
ま
ち
」
波m
i
V④
毎
溜

尽
鶴
居
額
八
時
間
十
五
分
か
ら
。 た

い
じ
ナ
る
に
は
、
開
削
除
体
制
酬
の
優
僚
は
、
な
か
ば
目
的
安
達
し
た
こ
と

劣
が
き
め
手
で
あ
り
、ζ
の
た
酌
各
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
エ
の
わ
か

家
庭
の
共
同
戦
線
が
必
設
で
ナ
ハ
部
な
い
一
般
の
ゴ
ミ
と
お
台
所
の
ゴ
ミ

号
掲
叡)
2
今
月
は
、
そ
の
回
擦
を
を
わ
け
、
お
台
所
の
ゴ
ミ
を
ホ

i
口

ど
こ
に
お
く
か
に
つ
い
て
作
戦
指
滋

i

引
吉
か
、
金
属
製
の
パ
ケ
ツ
な
と

し
ま
す
。
に
鵬
首
衝
し
て
お
け
ば
、
議
長
の
方
法

×
×
×
で
し
ょ
う
。
市
で
も
、
ゴ
ミ
の
収
集

ま
ず
、
古
今
東
西
の
兵
訟
に
お
い
て
に
は
、
と
く
に
努
力
を
し
て
い
ま
ナ

先
総
攻
撃
が
最
善
か
つ
も
っ
と
も
効
峠
問
、
あ
つ
め
に
い
く
縮
、
選
一
度
ぐ

果
的
な
手
段
、
守
る
よ
り
攻
め
る

i

ら
い
の
劉
で
、
乱
郊
の
散
布
を
し
て

蚊
ハ
エ
遜
治
作
戦
で
は
と
く
に
、
こ
い
た
だ
け
ば
効
果
的
で
す
。

の
、
先
制
攻
緩
こ
そ
第
コ
と
申
せ
※
畿
村
地
町
ぬ
で
は

ζ
C時
間
明
、
な

ま
し
ょ
う
。
ん
と
い
っ
て
も
議
告
が
問
問
題
に
な
り

※
5

蚊
や
ハ
エ
が
飛
び
ま
わ
っ
て
か
ま
ナ
。
ハ
エ
に
産
開
仰
を
許
さ
な
い
た

ら
の
総
除
で
は
後
手
、
後
手
。
害
虫
め
に
、
畜
舎
に
綿
一
戸
な
ど
を
張
る
ほ

令
噌n問

、
仏
リ
6

・
蕗

，
ら
も

県内?と主な工場か事業場をもっ資本金出資金総
!額1000万円以下の会社、または、常用従業員300
人以下の会社あるいは偶人に対して、あたらし
い設備の設震資金の 2分のl 以内、最高限度300
万円までを貸し出しします。無利患で、貸じ付
け期!習は、すえ謹き期間をふくみ 5 年以内(汚
水処理設備の場合は 7 年以内〉です。1$誇は、
5 月 31臼までに、市役所宏経由、県庁金融課へ。
利用ご希望の方は、くわしいととを市役所商ここ
諜へお問い合わせください。
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Z 言語号室要長官宍ii 仕
iiiii議結 2 量 EiEii 治
問;;議議 ;iiii の

望書

警君
ζ 渡

三米
年

在

す注意・①子供さんのからだのぐあ

いがおかしいときは、会場で均し

出てください。②主主ワクチンを飲

んだ日の入浴や食事の制限はあり

ません。③主主ワクチンを飲んだあ

とで、もしからだのぐあいが悪く

なったときは、早く、百~!市の診察

を受けてください。

マ学校の生徒・ノj、按校と中学校の生

徒には、男'1に学校から通知がいき

ます。

を

選

終了後撤
一豊毒化選数で婆建一

市美化遺童話実施本部は、統一地方選
挙にあたって r従来から、選挙ポス
ターは、選挙終了後も放霞され、街

頭の奨寵轄をそこねてきた3 とし、市

選挙管霊開会委員長に対して、次の

霊童望号行ない、協力を求めました。

〔襲撃の内容ト県民運動として全県
自唱に葵イ七連童話が行なわれており、
平塚市でも美しく住みよいまちに

するための努力をかさねている。

この連動のなかで、とくに街頭の
奨観を響ナる広告物の規制を震点
事演として取りよげ広告主の協力
を求申ている。今回の地方選にあ
たっては、相当数の選挙連載用ポ

スターがはられるが、従来の伊jで
は、選挙後放寵されてきた。今回
か日立、終了後、掲出者の寅任に
おいて撤去が原IJl守されるよう、食

ポスター

病気などのため、いままで、投与を

受けることができなかった人です。

す対象者・①生後 3 か月以上 1 才11

か月未満の子〔昭和36・ 4 ・ 1 訂以

降に生れた子〉、②小学校4 年生

から中学校 1 年生まで(ただし、

1 昨年の夏に、生ワグチンを飲ん

だ人は除きます〕、③生後 l 才11

か月以上中学 1 年生までの入で、

昨年の春、生ワグチンを飲まなか

った入、料金は無料ですo

v巡回日程

5 月 68 !t!I. 小学校
tI 7 B 神田小学校

グ 8 日

H 9 日花7](公民館城島小学校

" 13 日大野小学校富士見小学校

11 14 日 中原小学校崇善小学校

" 158 松原小学校 i苦小学校

11 16 白 金田小学校
が 17 日 土屋小学校

(待問は、岡崎@金尽雨小学校が

午前1O時~11持まで、その他の会

台、

と

昭和 38 年 4 月 15 日

同
州
日
出
土
館
~
、
こ
れ
中
と
予
与
な

問
土
〉
翼
民
分
は
い
わ
日
た
、
投
に

良
町
・
公
初
日
な
ら

3

げ

ο

め
の
象

毘
〉
臼
飯
橋
〉
旭
時
現
立
せ
あ
~
受
い
た

y

対

的
輩
区
金
の
八
回

1

の
さ
が

2

を
さ
す
チ
ど

(
地
(
ち
〈
神
場
場
)
後
そ
を
応
、
種
だ
期
グ
ん

館
一
一
一
所
う
校
・
遂
道
沢
午
と
浴
反
が
援
く
を
ワ
こ

民
の
四
恨
の
学
守
口
武
武
士
討
も
日
入
所
す
③
て
金
生

〕
公
白
岡
山
同
期
小
之
ム
口
ム
口
・
れ
〕
当
や
局
ま
。
し
完
、
す

区
田
城
白
金
野
田
仙
川
附
怒
ず
で
種
動
い
り
す
に
の
に
ま

地
豊
・
金
・
大
・
見
見
(
い
ま
回
世
運
る
あ
ま
潔
防
別
い

は
時
①
い
か
が
り
涜
ー
で
は
で

R
H

日
日
間

3

・
し
②
と
お
は
ヒ
と
め

反
抗
ぬ

1

時
後
意
げ
、
こ
な
ろ
マ
射
す

月
(
午
設
は
と
る
に
こ
児
注
す

P
M
H
M
H
5

甲
小
防
も

次
く
和
の
月
過
〕
日
う
い
、
期
、
民
肺
問
問

C

を
区
原

、
れ
昭
こ

8

経
す

h
v
ょ
を
で
入

1

り
市

B
m
川
、
童
岡
地
雨

ら
っ
~
〔
、
月
ま
か
た
射
子
者
第
あ
。
〔
〕
料
知
象
・

か
お
パ
晶
子
し
か
し
出
し
注
る
る
、
で
子
層
ロ
ハ
庭
無
透
対
原

す
へ
叶
た
種

7

種
倒
的
配
の
あ
い
で
み
る
階
坪
家
〉
護
宇
中

ま
場
幻
れ
接
後
接
阿
寸
前
回
の
て
ど
ず
い

A
m

の
庭
阿
部
内
〔

い
会
和
生
を
の
を
い
ど

(
3

と
し
な
績
で
、
〉
創
出
家
ヘ
コ
飴

な
の
昭
に
自
そ
百
九

V
子
の
こ
過
錠
接
っ
き
庭
等
護
場
。
ツ
民

行
り
期
で
問
、
一
回

4
4
た
て
た
経
病
を
た
っ
出
家
均
同
師
会
い
カ
公

を
よ

1

ま
ー
を

3

お
れ
し
け
を
、
で
月
に
の
が
活
、
さ
照

射
も
第
日
第
目
第
和
生
と
受
年
か
ま
か
図
劉
税
生
は
だ
ホ

注
を
・
初
回
山
田
ら
昭
に
間
引
に

1

ほ
日
干

1

得
民
(
方
く
稜

p
m
ん
。
児
ト
今

2

か
刑
期
で
1

で
後
の
居
後
・
一
所
市
般
の
参
自
民

子
当
い
象
ぺ
は
第
て

2

ま
第
ま
の
上

2

の
品
躍
が
く
階
層
持
回
日
比

の
該
さ
対
幻
子
に
し
第
日
に
ま
そ
以
の
そ
料
税
田
川

C

鰐
ご
巡
件
凡

ヒ
の
だ

V
V
V
V
4

、
子
ら
ぶ
札
所
館
所
舘
市
川

て
の
な
ん
鑑
張
氏
館
即
首
長
張

つ
病
か
ぜ
〈
。
出
公
会
的
押
公
出

f

ょ
犬
を
犬
円
円
呂
田
年
犬
原
田

島
常
に
狂
犬
の
∞
閉
山
金
豊
青
地
中
館
神

日
注
め
田
愛
上

3
1

分
民

品
均
決

1

以
削
竹
料
・
所
所
子
一
附
校
所
公

印
叩
り
。
月
数
数
張
張
庶
張
学
張
{
呂

弓
と
い
か
手
手
出
出
山
甲
山
山
小
出
之

癖
さ

3

録
射
。
崎
島
屋
白
沢
田

た
だ
後
受
注
問
附
城
ド
ヱ
金
士
口
地
白

む
く
生
・
、
穣

X
4

・
、
ノ

B
B

目
白

き
閉
山

m
m
n

つ
巡
月
4

u

M

M

H

 

主主ワクチン投与も

場マ

23 日

24 日

258 

グ 268 λ橋公民館

消防I]l第 3 分団(新宿〉

5 月 68 富士見公民館

消訪問第 1 分I]l (柳田1)

7 S 見F>ít合体育館前

消防団第 5 分認(馬入〉

8 日 須賀公民館

消防I]l第 2 分毘(八重咲町〉

fI 13 日 須賀j毎宝寺海岸町会館

H 14 日 平塚保健所花水会館

一小児マヒの予防注射
ヒは下火になったとはいえ、

(7) 

血
グ
進
和
学
問
幽

A
Vの
名
は
、
ひ
ろ

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
九
ど
、
こ
の
学
閣
に
職

業
振
轡
哲
一
が
完
成
、
こ
れ
を
機
金
に
、
進
和
学
隅
幽
の
近
出
品
安
お

伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

a

v

f

i

l

i

l

i

e

s

i

 

意
ょ
う
は
折
よ
く
市
内
婦
人
民
や
が
て
一
台
の
パ
ス
が
向
う
側
閣
内
庁
か
ら
金
轡
封
り
と
下
賜
と
、
の
充
実
を
期
し
た
く
・

ι
と
趣
意

包
萎
買
さ
ん
諸
公
の
ど
来
訪
と
い
の
山
の
中
腹
に
と
ま
っ
た

0
7一Jど
市
制
一
ニ
十
年
記
念
甫
阿
国
警
行
表
彰
蓄
を
整
え
、
と
の
指
導
室
及
日
比
箔

5

日
に
ぶ
つ
つ
い
た
。
一
足
先
に
も
た
ち
は
ヤ
ン
ヤ
と
手
を
援
つ
て
な
ど
の
母
子
、
夫
婦
と
も
ど
も
の
一
菌
室
六
十
余
坪
の
建
設
に
か
か
ら

迎
え
た
。
そ
し
て
私
た
ち
は
そ
の
先
叫
が
に
浴
し
て
、
串
苦
の
援
籍
も
れ
た
。
照
東
の
ひ
ら
け
た
方
面
の

六
十
人
の
一
一
聞
の
中
に
人
っ
て
、
忘
れ
て
今
日
に
及
ん
だ
と
い
う
事
丘
陵
地
帯
の
中
理

L
、
薦
制
友
信

然
と
あ
た
た
か
い
人
情
に
つ
つ
ま

れ
て
、
山
田
縄
さ
ん
に
と
っ
て
は
夢

の
織
獲
が
完
成
し
た
わ
け
で
あ
ろ

う
。
真
新
し
い
還
に
よ
ろ
こ
び
の

歓
声
を
あ
げ
た
の
は
、
ひ
と
り
薄

幸
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
。
出
縄
さ
ん
万
才
。

し
か
じ
、
料
一
議
栽
培
、
相
同
室
議

裁
縫
と
開
園
長
さ

れ
て
と
ら
れ
た
。
ひ
た
む
急
友
関

長
さ
ん
の
鎖
い
は
、
子
ど
た
ち
へ

の
一
ナ
り
の
槽
熱
は
、
年
遺
志
る

と
と
も
に
燃
え
た
ぎ
っ
て
曹
た
。

ゴ
度
そ
の
時
、
昭
和
一
一
一
十
六
革
の

市
商
工
会
議
所
建
物
の
寄
付
と
、

一
ニ
十
七
年
か
ら
の
県
な
ら
び
に
市

の
助
成
金
、
年
賀
朝
使
の
寄
付
金

共
同
募
金
頭
分
念
、
位
府
怠
者
の
寄

付
金
な
ど
と
締
め
て
、
四
百
七
十

八
万
余
内
の
金
が
出
総
さ
ん
の
手

も
と
に
集
出
ら
れ
た
む
山
間
縄
さ
ん

は
阜
述
河
口
煩
協
力
し
て
い
た
だ
い

郵
着
し
て
い
た
私
た
ち
は
、
、
新
築

成
っ
た
ば
か
り
の
織
講
指
導
撃
の

あ
る
小
高
い
山
あ
い
の
丘
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
谷
一
つ



(8) 
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品主 25雲間
受 章雪量音響

i iiiii 
d 室長再尺ま
225持主

2 予言 25 議会
れーとにに社
る員しつお会

う E 告宅 A 量
にてがいる状

ι 五毛 E 轟
警定を哲

みると彼が2901ーのときにあた

No.85. Zナ青年の績から灘を修!し禅鋭
一如の療に夜入していたものら

しいσ またその名の康貞の一宇

は北条氏震の議(いみな〕を賜
ったものであるというから将と

して寂群のものであったことが
想像される。

平塚市上吉沢1504主宰地に古び, .="'~~""'v""7vv"_=-=''_ """，，-，渡守康能開弾工E左衛門康瞬、同

l た長屋内をもっ広い援毅があ片向に在った布施兵慮善三なと
!る。注意しでみるとごと堺としてすべてその一族である。門葉大
もちいた築地の跡もある。 いに繁茂し権威を援っていたよ
ここは布施三部守慶貞の癌霊童 うであるが永様7 年 (1564) 7 
と伝えその後脅布施喜英氏が現月 24臼古7才の高齢で残した。松
在宅地としている。 岩寺境内』こE至大なi畠遼碑が建つ
布施康貞は山競閣の人ではやている。松岩院殿三E雄芳泉信士
くから伊勢新九部長氏の一統に という。

加わり長氏が小倒産量城を路した 布施家には古記録古位牌等著
明応 4 年 (1495) には年強漸く こFを伝えているが凝貞臨援の

22才であったが閣もなく相対l古記念物は何等伝えていない。
沢の地を賜わってζこに館を携 400 年の長い聞に幾たびか擢災
えたという。下宮沢松岩寺 i暫 して亡失したものらしい。しか

し箆敷神をまつる古褐のほと D
澗宗〕の縁起によると康貞は主主

に室町時代のものとおぼしき五
亀 2年 (502) 同寺を創建し向翰擦の石輸があまた散乱してい
郷の師家主日幻宗憤者漢を講じてていかにも古い時代からの屋敷
軍事山第 1世とした。暦を繰つての趣を存している。

す
が
、
先
日
と
の
子
が

校
庭
で
時
間
外
に
皆
と
野
球
を
し

て
い
た
ら
父
親
が
来
て
欝
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と
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布施毘の屋敷

高簸撰妥

人口輯数 日7 ， 910

世帯韓世 間，809

7ぢ域蕊積 67守 88Km2

人口密度 1 ,737 

前月比世常増 110 

人口・社会増田4 自然増 132 

'"庁 72 ， 921 (世帯 17 ， 147)

大野 21 ， 134 (ff 4 ,522) 

神間 4 ， 760 (" '1, 013) 

揖為 1 ， 928 (ff 388) 

悶蝿 1 ， 552 (f! 278) 

金田丸206 (" 422) 

勉 5 ， 145 (ff 1,067) 

土沢 3， 805 (If 618) 

金跨ムぶ59 (fI 784) 
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現
在
の
建
物
で
は
、

お
答
え

売
明
朝
、
食
撃
を
設
け

る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
館
の
筋
向

い
に
パ
ン
屡
さ
ん
が
あ
り
、
と
こ
で

館
爵
も
閲
覧
者
も
、
墜
食
を
買
っ
て

い
ま
す
。
門
町
出
番
館
凶

布施三潟守康貞の底E置と伝えられるよ王宮沢布施欝英民宅

の長選門・・・裏英民I立去、河守藤長室の後欝である


